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議会報告会 会場報告書 

 

担当班：２班  班代表者：   向井 千尋 

 

概要 

地区名 ：大芋地区  

日時  ：令和 4年 5 月 23 日（月） 

     19：30～：21：30 

場所  ：大芋公民館 

参加人数：16人(男 12 人・女 2人) 

【出席議員】 

向井千尋 

大上和則 

安井博幸 

河南克典 

森本富夫 

（１）開会あいさつ ：向井千尋 

（２）議会報告   ：安井博幸 

（３）質疑応答   ：下記の通り 

（４）意見・提言等 ：下記の通り 

（５）閉会あいさつ ：森本富夫 

挨拶・総括    ：向井千尋 

司会進行     ：大上和則 

報告       ：安井博幸 

記録       ：河南克典 

会場（マイク）  ：森本富夫 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・マイナンバーカードを保険証として使用すると医療費負担が増えると聞く

がどうか。 

・議会の危機管理体制についてどのような対応をしているのか。 

・審査では、そういった説明はされていません。10 円の加算があると聞いています。（山下部

長） 

・議会の危機管理体制としては議員の連絡網により有事に対応する体制を組んでいます。 

・地域医療対策というが、丹南健康福祉センターで大規模な健診を行っ ・町ぐるみ健診は市内の各地で開催し、東部ではハートピアセンター、城東公民館でも年に 1
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ているが、大芋地域では行わないのか？ 回行っています。 

・議員定数決定のプロセスの説明を願いたい。 

・市のゼロカーボンの取組みについて、計画などの考え方を伺いたい。 

・約 1 年間、議会運営委員会等を中心に、研究や視察、研修などを行い、市の広域性、

議員の多様性などを考慮し、財政規模などを加味した結果、3 委員会 18 人が適当だと判

断しました。 

・今年度具体的な計画を策定していく予定です。 

・議員は党と無所属がいるが、なぜか？ 

・地方議員は市民の代表であり、市民の声を市政に反映させることが役割なので、かならず

しも政党からの候補でなくても良いと考えます。 

・大芋地区は現在724名だが、2040年は住民が約500人になる、2060

年には 270 人になると予想されている。今回過疎地域に指定された。西

紀北地区はへき地指定され市営住宅が建ち、若い世帯が増えて一定維

持している。大芋地区にも住宅ができないのか。 

・現在、東部地区は自治会単位で行政担当者が過疎計画の説明に回っています。今後、

計画策定において意見を集約していくように聞いていますので、議会でも共有したいと思って

います。 

・泊まれる大芋村としてスタートした。去年は約 1500 人の利用で 100 万

円の収益があったが、コロナで 1300人の利用を断った。本来なら 3000人

くらいは利用できる。宿泊で上限 3500 円、スタッフ 19 名 500 万の人件

費を維持していくのは難しい。宿泊料金上限を上げることはできないのか。 

・条例により定められているので、持ち帰り検討いたします。 

・過疎計画について、10 年、20 年後、今日ここにいる者がどれだけいる ・その通りだと思っています。 
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か。もっと若い人の意見を聞いてほしい。 

・有償運送について、高齢者に大変喜んでもらっている。市役所などには

行けるが、市内の病院などには有償運送を走らすことができない。民間バ

スの撤退については陸運局も認可できない。制度のはざまで難しいことは

承知の上、議員には市民の願いを知ってほしい。 

・行政の制度上、困難な部分については近所同士の助け合いで行っていただくなどの対応を

いただけばと思います。 

・となり近所の助け合いは、老老介護の当地区では無理となり、有償運

送を始めた。1 回行ったら次も、となる、近所の助け合いはいいことかもし

れないが、それが困難になったので、公共交通のシステムを行政が創った。 

・高齢化率 50％の大芋地区では、住民同士の助け合いに限界があると思います。そのため

の公共交通なので、現状の制度の行き届かない部分を議会でも受け止めたいと思います。 

・敬老の日に介護者も祝ってほしい。 ・ケアラ―支援は必要だと考えています。 

・募金活動で、自治会で強制的に徴収される。市同協の会費も自治会

を利用している。移住した者には違和感がある。 

・自治会によって、徴収方法はいろいろあると思います。ご意見としてお聞きします。 

・獣害柵の設置について個別に補助制度がない。電器柵に対する補助

基準の見直しが必要。 

防犯カメラの故障、メンテンスが充分でない。 

・獣害柵は個人ではなく、集落単位が対象となっています。（補助制度のパンフレットを渡

す） 

防犯カメラは担当部局に確認いたします。 

→担当課に直接確認され、故障はしていないと確認したとの連絡あり。 



4／4 

・老人クラブを休会した。細々と続けている小さな老人クラブにも何か少し

でも助成してほしい。 

・近年、市への役員選出のなり手がない等の理由で脱退する老人クラブが増えていますの

で、今後具体策を検討する必要があると思っています。 

 


